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12) 真柄 仁（研究代表者）：咽頭電気刺激の嚥下誘発

機構と神経・筋機構の解明．平成 26 年度文部科学省

科学研究費補助金研究，若手研究（B），課題番号
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激がもたらす嚥下機能の神経可塑性変化．第 20 回日

本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，東京，

2014 年 9 月 6-7 日，日摂食嚥下リハ会抄録集：199，

2014． 

52) 水澤晴代，篠原千鶴子，安井静子，小坂智恵子，児

玉千恵美，谷仲圭子，斉藤良子，澤 万里子：看護

学生として成長につながる動機づけとなった体験－

社会人経験者に焦点を当てて－第１報，第 18 回日本

看護管理学会，愛媛，2014 年 8 月 29-30 日，日看

管理会学術集会抄録集：262，2014． 

53) 小坂智恵子，谷仲圭子，澤 万里子，斉藤良子，児

玉千恵美，水澤晴代，篠原千鶴子，安井静子：社会

人経験のある看護師が仕事を継続していくための効

果的な支援とは－都立・公社・公立 17 病院における

質問紙調査結果－第１報，第 18 回日本看護管理学会，

愛媛，2014 年 8 月 29-30 日，日看管理会学術集会

抄録集：206，2014． 

54) 大西淑美，伊藤加代子，北村龍二，井上 誠：骨吸

収抑制薬による顎骨壊死と口腔衛生状態との関連．

平成 26 年度新潟歯学会第 2回例会，新潟，2014 年 7

月 12 日，新潟歯会誌 44(2)：125，2014． 

55) 坂上 馨，篠倉千恵，福井忠雄，堀 一浩，齋藤 功：

個性正常咬合者と骨格性下顎前突症患者の嚥下時舌

圧発現様相の特徴．新潟歯学会第 1 回例会. 

2014.7.12，新潟歯会誌 44(2)：121，2014． 

56) 井口寛子，林 宏和，真柄 仁，堀 一浩，谷口裕

重，伊藤加代子，井上 誠：米飯ならびに餅食品摂

取の生理学的評価．平成 26 年度新潟歯学会第 1回例

会，新潟，2014 年 7 月 12 日，新潟歯会誌 44(2)：120，

2014． 

57) 酒井翔悟，辻 光順，真柄 仁，辻村恭憲，井上 誠：

上喉頭神経刺激時の開口反射の変調とそのメカニズ

ムの解明．平成26年度新潟歯学会第1回例会，新潟，

2014 年 7 月 12 日，新潟歯会誌 44(2)：120, 2014． 

58) 大平芳則，阿志賀大和：明倫短期大学ことばクリニッ

ク来室者データから考える今後の言語聴覚療法.第

15 回日本言語聴覚学会，2014 年 6 月 28-9 日，埼玉，

言語聴覚研究 11(3):188，2014． 

59) 阿志賀大和，大平芳則：国家試験成績と基礎学力成

績，学業成績，実習成績との関連，第 15 回日本言語

聴覚学会，2014 年 6 月 28-9 日，埼玉，言語聴覚研

究 11(3):281-282，2014． 

60) 谷口裕重：長期的な嚥下訓練によって経口摂取に

至った口腔腫瘍術後症例．日本老年歯科医学会第 25

回学術大会，福岡，2014 年 6 月 13-4 日，老年歯科

医学抄録集：223，2014． 

61) 泉野裕美，堀 一浩，澤田美佐緒，福田昌代，畑山

千賀子，野村慶雄，重信直人，伊藤加代子，井上 誠：

地域在住自立高齢者における口腔機能と体力との関

連，日本老年歯科医学会第 25 回学術大会，福岡，2014

年 6 月 13-4 日，老年歯科医学 29(2)：136-7，2014． 

62) 井口達也, 大久真衣, 杉山哲也, 石田 瞭, 藤原茂

弘, 堀 一浩, 小野高裕, 柴原孝彦；舌後方部から

の水分摂取が舌圧に与える影響．日本老年歯科医学

会第 25 回学術大会，福岡，2014 年 6 月 13-4 日，老

年歯科医学 29(2)：109，2014． 

63) 谷口裕重， 堀 一浩， 林 宏和，辻村恭憲，真柄 

仁，井上 誠：咀嚼運動が嚥下反射に与える影響．

日本老年歯科医学会第 25 回学術大会，福岡，2014

年 6 月 13-4 日．老年歯科医学 29(2)：104-5，2014． 

64) 礒野 舞, 石原清香, 中尾理美, 中馬 誠, 船見孝

博, 堀 一浩, 小野高裕, 神山かおる：モデル舌を

用いた摂食様式の評価．第 37 回日本バイオレオロ

ジー学会年会，大宮，2014 年 6 月 5日，日本バイオ

レオロジー学会誌 28(2)：54，2014． 

65) 髙松 潔，伊藤加代子：抗加齢歯科医学の最前線 ド

ライシンドローム―ドライマウスと腟乾燥感との関

連性．第 14 回日本抗加齢医学会，大阪，2014 年 6

月 6－8日，日本抗加齢医学会総会プログラム・抄録

集：135，2014． 

66) 渡邊賢礼，武井啓一，笠井隆司，鈴木正之，向井美

惠，弘中祥司：幼児への野菜を用いた味覚（五感）

教育の取組み –食と健康に関わる多職種の連携・恊

働による食育推進事業−．第 52 回日本小児歯科学会

大会，東京，2014 年 5 月 16 日，小児歯誌 52(2)：221，

2014． 

67) 真柄 仁，谷口裕重，林 宏和，竹石龍右，辻村恭

憲，堀 一浩，井上 誠：咽頭電気刺激がもたらす

嚥下関連機能の神経可塑性変化．日本顎口腔機能学

会第 52 回学術大会，岡山，2014 年 4 月 19-20 日，

日顎口腔機能会誌 21(1)：52-5，2014． 

68) 塚田しげみ，伊藤加代子，ステガロユ・ロクサーナ，

柴田佐都子，大内章嗣：歯科専門職介入の必要性を

判断するための多職種向けスクリーニング用紙の開

発～介護老人福祉施設の看護師・介護職員への適用

性～．平成 26 年度新潟歯学会総会，新潟，2014 年 4

月 19 日，新潟歯会誌 44(1)：57，2014． 

 

【研究会発表】 

１）井上 誠：新潟大学医歯学病院における摂食嚥下リ

ハビリテーションの実践-現在と未来に向けて-．新
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潟市民病院，2015 年 2 月 10 日． 

２）渡邊賢礼：咀嚼機能を促す食事．岡山大学摂食・嚥

下障害研究会，岡山，2014 年 11 月 13 日． 

３）井上 誠：要介護高齢者の「食」を支える臨床と地

域活動．柏崎刈羽ケア研究会，柏崎，2014 年 11 月 5

日． 

４）井上 誠：超高齢社会において本当に必要とされる

食支援とは．第 6 回食の国際見本市 フードメッセ

in にいがた 2014，新潟，2014 年 10 月 31 日． 

５） 酒井翔悟，辻 光順，真柄 仁，辻村恭憲，井上 誠：

上喉頭神経刺激がもたらす三叉神経核細胞応答の変

調効果．第 8回三叉神経領域の感覚－運動統合機構

研究会，2014 年 10 月 19 日． 

６）井上 誠：摂食嚥下リハビリテーションに関わる歯

科の役割と未来に向けて．地域包括ケアシステムの

推進に向けた「第 2回多職種連携に向けた勉強会」，

長岡，2014 年 10 月 18 日． 

７）井上 誠：新潟大学病院における摂食嚥下リハビリ

テーションの実践と地域連携の実現に向けた活動．

新潟県厚生農業協同組合連合会柏崎総合医療セン

ター勉強会，柏崎，2014 年 10 月 10 日． 

８）大西淑美：当センターにおけるオーラルケアチーム

の立ち上げ．第 15 回関西がんチーム医療研究会，大

阪，2014 年 9 月 13 日． 

９）井上 誠：歯科が摂食嚥下リハビリテーションに求

められるもの．第 10 回金沢口腔フォーラム，金沢，

2014 年 5 月 11 日． 

 

【受 賞】 

１）井上 誠，竹石龍右：咀嚼運動が嚥下反射誘発のタ

イミングに与える影響．第 25 回日本咀嚼学会学術大

会優秀口演賞，静岡，2014 年 9 月 19 日． 

２）岸本奈月, ステガロユ・ロクサーナ, 柴田佐都子,  

上松弘幸, 伊藤加代子, 塚野英樹，林 宏和, 住谷

美幸, 真柄 仁, 辻村恭憲, 中村由紀, 谷口裕重, 

堀 一浩, 井上 誠, 大内章嗣：経管栄養離脱によ

る口腔内の水分量および微生物量の変化．日本歯科

衛生学会 学術発表奨励賞・公益財団法人ライオン歯

科衛生研究所賞，2014 年 9 月 14 日． 

３）大西淑美：当センターにおけるオーラルケアチーム

の立ち上げ．第 15 回関西がんチーム医療研究会優秀

演題賞，大阪，2014 年 9 月 13 日． 

４）高橋圭三，堀 一浩， 林 宏和， 谷口裕重，井上  

   誠：舌骨下筋群への経皮的電気刺激が嚥下時舌圧に

及ぼす即時効果．日本摂食嚥下リハビリテーション

学会奨励賞，東京，2014 年 9 月 6日． 

５）福岡達之，野﨑園子，小野高裕，堀 一浩，川阪尚

子，荻野直子，新宮正美，児玉典彦，道免和久：

Chin-down 肢位のバリエーションが嚥下時の舌口蓋

接触に及ぼす影響．日本摂食嚥下リハビリテーショ

ン学会奨励賞，東京，2014 年 9 月 6日． 

６）新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リハビリ

テーション学分野：食べるあなたと測るわたし―食

べる機能はこうやって測る・治す―．FOOMA 

JAPAN2014 アカデミックプラザ AP 賞，東京，2014

年 6 月 10-3 日． 

７）真柄 仁，谷口裕重，林 宏和，竹石龍右，辻村憲

法，堀 一浩，井上 誠：咽頭電気刺激がもたらす

嚥下関連機能の神経可塑性変化．第 52 回日本顎口腔

機能学会学術大会優秀賞，岡山，2014 年 4 月 20 日．  

 

【その他】 

１）伊藤加代子：介護認定審査会委員の役割，新潟市歯

科医師会・介護認定審査会委員のための研修会，新

潟，2015 年 3 月 25 日． 

２）伊藤加代子：口腔機能の改善で介護予防，平成 26

年度在宅保健師等研修会，新潟県国民健康保険団体

連合会，新潟，2015 年 3 月 23 日． 

３）大西淑美：口腔ケアの基礎知識と技術．関西電力病

院職員研修，大阪，2015 年 3 月 16 日． 

４）大西淑美：これからの歯科衛生士に期待すること．

新大阪歯科衛生士専門学校特別講義，大阪，2015 年

3 月 4日． 

５）井上 誠: ヒト嚥下機能にもたらす口腔・咽頭刺激

の効果. 昭和大学歯学部大学院セミナー, 東京, 

2014 年 12 月 4 日． 

６）井上 誠：食べること・飲み込むこと．新潟大学公

開講座，三条，2014 年 12 月 2 日． 

７）井上 誠：嚥下障害専門医育成に向けた取り組み報

告．にいがた摂食嚥下障害サポート研究会講演会第

2 回講演会，新潟，2014 年 11 月 30 日． 

８）井上 誠: ヒト嚥下機能にもたらす口腔・咽頭刺激

の効果．九州大学歯学部大学院セミナー, 福岡, 

2014 年 11 月 25 日． 

９）辻村恭憲：摂食嚥下障害の評価と対応．はまぐみ療

育医療センター, 新潟, 2014 年 11 月 25 日． 

10）大西淑美：がんとうまくつきあうために～がん治療

における口腔ケア～．大阪府立成人病センター看護

セミナー，大阪，2014 年 11 月 25 日． 

11）大西淑美：チームでかかわる口腔ケア．第 7回日本

口腔ケア協会学術大会ランチョンセミナー，大阪，

2014 年 11 月 23 日． 

12）堀 一浩：要介護高齢者に対する補綴治療．東京医

科歯科大学歯学部大学院セミナー，東京，2014 年 11

月 14 日． 

13）大西淑美：自分でできる口腔衛生．第 66 回成人病公
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開講座，大阪，2014 年 11 月 11 日． 

14）大西淑美：続・おさえておきたい口腔ケアのポイン

ト．第 2回大阪府立成人病センター口腔ケア研修，

大阪，2014 年 10 月 31 日． 

15）大西淑美：臨床で使える有病者の口腔ケア．甲南加

古川病院職員研修，兵庫，2014 年 10 月 27 日． 

16）辻村恭憲：安全でおいしい「食」支援．第 4回新潟

大学医歯学祭 健康相談教室, 新潟, 2014 年 10 月

25 日． 

17）辻村恭憲： 美味しく安全な食支援． 新潟病院, 新

潟, 2014 年 10 月 24 日． 

18）伊藤加代子：健口くんとボタンプルについて．はぴ

すまカフェ，新潟大学歯学部同窓会，新潟，2014 年

10 月 19 日． 

19）井上 誠：摂食嚥下機能障害．うおの園食事会，に

いがた摂食嚥下障害サポート研究会主催出前講座介

護食食事・研修会，魚沼，2014 年 10 月 12 日． 

20）井上 誠：要介護高齢者の「食」を考える．歯科保

健推進健康支援新潟市議会議員連盟勉強会，新潟，

2014 年 10 月 2 日． 

21）伊藤加代子：口腔ケアの実践について． 平成 26 年

度下越地区口腔ケア研修会，五泉，2014 年 9 月 30

日． 

22）大西淑美：誤嚥性肺炎予防のための効果的な口腔ケ

ア．2014 年医療・介護福祉食品展示会・セミナー，

福岡，2014 年 9 月 28 日． 

23）谷口裕重：食から考える健康寿命．健康シンポジウ

ム，新潟，2014 年 9 月 27 日． 

24）大西淑美：チームでかかわる口腔ケア．第 2回国際

交流セミナーin 大阪，大阪，2014 年 9 月 14 日． 

25）伊藤加代子：あなたのお口，乾いていませんか？．

鏡淵ふれあい健康大学健幸づくり講座，新潟，2014

年 9 月 14 日． 

26）井上 誠：摂食嚥下リハビリテーションに携わる歯

科への期待．日摂食嚥下リハ会誌，18（2）巻頭言：

111-2, 2014． 

27）にいがた摂食嚥下障害サポート研究会，ばりあふり

～お食事会，新潟，2014 年 8 月 23 日． 

28）井上 誠：新潟大学歯学部オープンキャンパス，新

潟，2014 年 8 月 11 日． 

29）井上 誠：摂食嚥下障害とその治療．新潟高校課題

研究，新潟，2014 年 8 月 6日． 

30）井上 誠：多職種連携で「食」を支えるために．東

新潟特別支援学校夏季職員研修，新潟，2014 年 8 月

1 日． 

31）大西淑美：お口から健康を考えよう．大阪府立成人

病センター糖尿病教室，大阪，2014 年 7 月 31 日． 

32）辻村恭憲，林 宏和，酒井翔悟：歯科専門職のため

の吸引テクニックセミナー, テクノスクール, 新潟, 

2014 年 7 月 26 日． 

33）大西淑美： プレゼンテーション能力を向上させよ 

う．兵庫県歯科衛生士会卒後研修アドバンスコース，

兵庫，2014 年 7 月 20 日． 

34）谷口裕重：嚥下障害による事故を防止するための介

助方法．摂食嚥下障害に関する支援研修会，新潟，

2014 年 7 月 17 日，10 月 21 日，11 月 11 日，12 月 9

日． 

35）井上 誠：摂食嚥下の実際．新潟県歯科医師会認定

障害者診療医養成事業研修会，2014 年 7 月 13 日． 

36）井上 誠：嚥下内視鏡検査登録医育成に向けた取り

組み．第 1回にいがた摂食嚥下障害サポート研究会

講演会，新潟，2014 年 5 月 25 日． 

37）高橋堅護：嚥下内視鏡検査登録医育成に向けた取り

組み．第 1回にいがた摂食嚥下障害サポート研究会

講演会，新潟，2014 年 5 月 25 日． 

38）大西淑美：頭頸部がん患者の口腔ケアについて歯科

（オーラルケア科）でできること．大阪府立成人病

センター職員研修，大阪，2014 年 4 月 25 日． 

 

 

硬組織形態学分野 

【著書】 

１）Ohshima H:Dental and Oral Biology, Anatomy. In: Refe 
rence Module in Biomedical Sciences. Massachusetts: 
Academic Press; 2014. 
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